
研究会の開催趣旨と経緯

◆日時：２０１０年６月８日（火）１３：３０－１７：００

◆場所：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）10階

部屋番号：1008（小会議室Ｂ）
詳しくは→ http://www.winc-aichi.jp/

１．「伊勢湾流域における下水道の役割・現状と検討課題」

（独）土木研究所材料地盤研究グループ長 鈴木穣 氏

２． 話題提供：「伊勢湾自然共生型流域圏研究の進捗状況」

名古屋大学大学院教授 辻本哲郎 氏

３．総合討議

◆申込方法
参加希望の方は，E-mail(administrator@errp.jp)にて，件名を

【伊勢湾再生流域圏研究会参加申込】として＜氏名・所属・連絡先＞
をお知らせ下さい.

伊勢湾再生推進会議は2006年3月に組織され，翌年

3月「伊勢湾再生行動計画」が策定されたところです．

そのなかで伊勢湾再生を図るため，官学民の連携が

重要であることが謳われ，また，これに関連するさまざ

まな委員会，検討会に何人かの研究者がすでに参画し

ていますが，学が自らこの「行動計画」に貢献してこら

れなかったことには忸怩たるものがあります．こうした

反省から，研究者が伊勢湾再生について，自ら考え，

研究し，情報交換，連携する行動をするべきだとの議

論が出ました．そこで，伊勢湾にかかわる研究を行って

いる研究者が自らのイニシアティヴで今度連携の方向

を探っていくことを確認し，2009年６月より定例的な研

究会を重ねてきました．こうした活動が一定の評価を得

て，2010年６月からは，（財）科学技術交流財団の研究

会事業の一環として活動していくことになり，さらに研究

の環を広げていく予定です．

上記の趣旨のもと，ご協力いただければ幸いです．

2010年４月１日

名古屋大学大学院
辻本哲郎

最近の研究会

連絡先

名古屋大学大学院工学研究科
社会基盤工学専攻
名古屋流域圏水理研究院（辻本研究室）
TEL:052-789-4626 FAX:052-789-3727

伊勢湾再生流域圏研究会

第８回研究会の御案内

★2010/06/13 第７回 伊勢湾再生流域圏研究会

午前：三河湾海上視察

午後：研究会

１．「三河湾における栄養塩の動向について」
大橋 昭彦 氏

（愛知県水産試験場漁場保全グループ主任研究員）

２．「三河湾における局所的な環境悪化水域について」
和久 光靖氏 （愛知県水産試験場 漁場改善グループ主任）

３．今年度を振り返って（参加者の研究・関心テーマの共有）

４．総合討議

★2010/01/22 第６回 伊勢湾再生流域圏研究会

１．「伊勢湾におけるアサリ浮遊幼生の輸送解析

からみた沿岸海域環境修復の考え方」
日向野純也 氏

（独立行政法人 水産総合研究センター養殖研究所）

２．「伊勢湾における水質環境とアサリ資源量の長期変動
傾向について ～流動・水質・一次生産・アサリ生活史

モデルによる数値解析 ～」

東 博紀氏 （独立行政法人 国立環境研究所

アジア自然共生研究グループ）

３．総合討議

★2009/11/09 第５回 伊勢湾再生流域圏研究会

１．「三河湾での窪地埋め戻し修復について」
中村 由行 氏 （独立行政法人 港湾空港技術研究所）

２．「伊勢湾流域圏再生に向けた施策群の分類と評価について」
戸田 祐嗣 氏 （名古屋大学）

３．総合討議

（JR・地下鉄・名鉄・近鉄） 名古屋駅より徒歩約２分

詳しくは，こちらをご覧ください→ http://www.nhri.jp/event.htm

ウインクあいち


